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を提示し，ついで，その有用性を検証したものである O 論者の言う語暴論的統語論とは， きめの細か
い説明能力に富んだしかも明示的な文法分析・記述の一方法である。また，この語暴論的統語論は，
語の意味論的一語嚢論的分析・記述の客観化にも有用性を発揮する。
本論文の内容構成は， I"Lexico-Syn tax への誘いJ 1"表現形式と意味解釈J iきめの細かい文法記述を
めざしてJ 1"語曇論・意味論への貢献」と題された四章から成り立っているO







る o 1"文の表現類型」では，文の構造と機能との相関を捉えながら， モダリティから見た文のタイプ
としての表出型，訴え型，演述型の三型を設定したものO また， この文のタイプが， ガ格の人称や文
末の文法カテゴリの現れ方を規定することを明らかにしている。

















いったものを明らかにし，それに応じて，動詞が， IAガB {ト/*ニ}戦ゥ」のような対称動詞， IA 
ガB{ ト/ニ}会ゥ」のような半対称動詞， IAガB {*ト/ニ}ヤ jレ」のような非対称動詞に分かたれ
ること，また， 1太郎ガ花子ト会ッタ」と言うが， 1太郎ガ事故{*ト/ニ}会ッタ」と言わない理由
などについても考察する o 11カラ」を含む連用結合の連語」では，動詞の格支配や「カラ」の意義な
どの視点から， INカラ+用言」といった連語の成立条件を明らかにしている o 11多イ J 1少ナイ J の















る多義性の客観化をめざすものであるO たとえば， [音の聴取] [質問]といった「聞ク」の有してい














































らの本格的な考察であるo この種の研究は，後に『日本語のモダリティと人称J (1991年刊行， ひつ
じ書房)として結実する。
新しい方法論を意欲的に提示しようとした本論文ではあるが，研究の常として，本論文にも，当然，
問題になるべき点や未熟な点，また不十分さが幾っか存在するO 最大のものは，方法論の提示を目的
としているため，日本語文法の分析・記述として，十分には体系的なものになっていないという点で
ある。方法論提示の書といえども，体系的であるべき文法研究においては，やはり， これはいずれ克
服されるべき点であろう。ただ，語嚢論的統語論からした日本語文法の体系的な分析・記述について
は，論者も既にそれを目ざしており，参考論文として付されたものが，既にかなりの程度にそれに応
えている。
また，論者も述べているように，日本語文法研究の中には，語嚢論的統語論といった方法論が余り
有効でない領域も存在し，これらをいかに処理していくかは，論者の今後の課題である。また本論文
が含んでいる語曇論的統語論と文の機能的分析は，直線的に結び付くものではなく， これら両者をい
かに統合して，日本語文法全体のより充全な包括的な分析・記述を行うかは，論者が今後生涯かけて
取り組むべき課題であろう。
こういった克服すべき点を持っているにも拘わらず，本論文で論者が展開した語嚢論的統語論といっ
た方法は，その後の日本語文法研究の世界で，かなり大きな影響を与え，この種の方法論の有効性は
既に常識化した感があるO また，近年，語嚢論的統語論といった名称も，論者一人の研究姿勢を表す
言葉ではなく，普通名詞化するようになってきているO さらに，本論文は，比較的長いスパンでの研
究史の中に既に位置付けられるようになってきているo 以上述べてきたように，本論文は， 日本の文
法研究を推進させる上で注目すべき貢献をなしたものであることは明らかであり，新しい方法論を唱
道し定着させた論考として，文学博士(論文)の学位申請論文として，十分価値を有するものと認定
するO
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